
本編 第１編 第２章 防災関係機関の役割分担 

項 現計画 修正案 

4 

 

 

 

 

第１節 防災関係機関の責務 

[略] 

別表 山田町防災会議委員 

 

 

第１節 防災関係機関の責務 

[略] 

別表 山田町防災会議委員 

表は下表のとおり修正 

修正 

理由 

○町独自の修正（組織改編に伴う修正） 

 

別表 山田町防災会議委員（現計画） 

委 員 の 区 分 

（山田町防災会議条例第３条第５項） 
所 属 所 名 等 職 名 

会 長 山田町 町長 

［略］ ［略］ ［略］ ［略］ 

４号委員 
町長がその部内の職員のうち

から指名する者 

山田町 副町長 

山田町 技監 

総務課 課長 

財政課 課長 

復興企画課 課長 

水産商工課 課長 

長寿福祉課 課長 

健康子ども課 課長 

建設課 課長 

都市計画課 課長 

上下水道課 課長 

消防防災課 課長 

［略］ ［略］ ［略］ ［略］ 

 

 

別表 山田町防災会議委員（修正案） 

委 員 の 区 分 

（山田町防災会議条例第３条第５項） 
所 属 所 名 等 職 名 

会 長 山田町 町長 

［略］ ［略］ ［略］ ［略］ 

４号委員 
町長がその部内の職員のうち

から指名する者 

山田町 副町長 

山田町 技監 

総務課 課長 

財政課 課長 

政策企画課 課長 

水産商工課 課長 

長寿福祉課 課長 

健康子ども課 課長 

建設課 課長 

都市計画課 課長 

上下水道課 課長 

消防防災課 課長 

［略］ ［略］ ［略］ ［略］ 



本編 第１編 第３章 町土の概要 

項 現計画 修正案 

9 

 

 

 

 

 

第４節 気 候 

[略] 

年間の気候状況（過去５年分） 

 

 

第４節 気 候 

[略] 

年間の気候状況（過去５年分） 

表は下表のとおり修正 

修正 

理由 

○町独自の修正（時点更新） 

 

 

 

年間の気候状況（過去５年分）（現計画） 

区 分 単位 H27年 H28年 H29年 H30年 R1年 平均 

平均気温 ℃ 11.8  11.7 11.0 11.6 11.7 11.56 

年間降水量 ㎜ 1,327.5 1,422.5 1,547.5 1,440.0 1,596.0 1,466.7 

最大日降水量 ㎜ 96.0 93.5 150.5 104.5 177.5 124.4 

降水日数(10mm 以上) 日 39 35 42 43 36 39.0 

日照時間 時間 2,014.5 1,969.5 1,885.4 1,894.3 2,028.7 1,958.48 

平均風速 ｍ 1.3 1.2 1.1 1.0 1.0 1.12 

 

 

年間の気候状況（過去５年分）（修正案）  

区 分 単位 H28年 H29年 H30年 R1年 R2年 平均 

平均気温 ℃ 11.7 11.0 11.6 11.7 11.8 11.56 

年間降水量 ㎜ 1,422.5 1,547.5 1,440.0 1,596.0 1,918.0 1,584.8 

最大日降水量 ㎜ 93.5 150.5 104.5 177.5 135.5 132.3 

降水日数(10mm 以上) 日 35 42 43 36 46 40.4 

日照時間 時間 1,969.5 1,885.4 1,894.3 2,028.7 1,650.9 1,885.76 

平均風速 ｍ 1.2 1.1 1.0 1.0 0.8 1.02 

 



本編 第１編 第４章 地震、津波の想定 

項 現計画 修正案 

10 第１節 基本的な考え方 

東日本大震災の被害の多くは、従前の被害

想定をはるかに超える結果となったところで

あり、このことを踏まえ、その要因の調査分析

並びに新たな被害想定の実施及びそれに基づ

く減災目標の策定を進める。 

 

当面の防災対策については、地震、津波の規

模が想定よりも大きい可能性も十分に視野に

入れて、東日本大震災並びに過去の最大クラ

スの海溝型の地震及び津波を想定する。 

 

なお、強い揺れを伴わないいわゆる津波地

震（※）や遠地津波（※）に関しては、町民が

避難の意識を喚起しない状態で突然津波が押

し寄せることのないよう、津波地震及び遠地

津波を想定した避難指示（緊急）の発令体制な

どの避難に関する対策も検討する。 

 

※ [略] 

※ [略] 

 

第２節 想定する地震の考え方 

本町に影響を及ぼすおそれのある地震と

して、東日本大震災及び過去に発生した最大

クラスの地震、岩手県が行った平成 15～16年

度「地震・津波シミュレーション及び被害想

定調査」のうち本町に大きな被害を及ぼす地

震を想定する。 

 

 

第３節 想定する津波の考え方 

[略] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１節 基本的な考え方 

2011年（平成 23年）３月 11日の東北地方

太平洋沖地震の被害の多くは、従前の被害想

定をはるかに超える結果となったところであ

り、このことを踏まえ、その要因の調査分析並

びに新たな被害想定の実施及びそれに基づく

減災目標の策定を進める。 

当面の防災対策については、地震、津波の規

模が想定よりも大きい可能性も十分に視野に

入れて、2011年（平成 23 年）３月 11日の東

北地方太平洋沖地震並びに過去の最大クラス

の海溝型の地震及び津波を想定する。 

なお、強い揺れを伴わないいわゆる津波地

震（※）や遠地津波（※）に関しては、町民が

避難の意識を喚起しない状態で突然津波が押

し寄せることのないよう、津波地震及び遠地

津波を想定した避難指示の発令体制などの避

難に関する対策も検討する。 

 

※ [略]  

※ [略] 

  

第２節 想定する地震の考え方 

本町に影響を及ぼすおそれのある地震とし

て、2011年（平成 23年）３月 11日の東北地

方太平洋沖地震及び過去に発生した最大クラ

スの地震、岩手県が行った平成15～16年度「地

震・津波シミュレーション及び被害想定調査」

のうち本町に大きな被害を及ぼす地震を想定

する。 

 

第３節 想定する津波の考え方 

［略］ 

修正 

理由 

 

○岩手県地域防災計画との整合性確保のための修正 

  


